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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、2025年７月 30日に公表いたしました 2026年１月期通期（2025年２月１日

～2026年１月 31日）の連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１． 業績予想の修正について 

（１）2026年１月期通期連結業績予想数値の修正（2025年２月１日～2026年１月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

35,920 
百万円 

1,030 
百万円 

1,060 
百万円 

580 
円 銭 

28.69 

今回修正予想（Ｂ) 36,140 1,280 1,310 700 34.63 

増減額（Ｂ-Ａ) 220 250 250 120  

増減率（％） 0.6 24.3 23.6 20.7  

（ご参考）前期実績 

（2025年１月期） 
36,017 2,058 2,098 1,414 68.85 

（注）2025年２月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行ったため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行わ

れたと仮定し、前期実績（2025年１月期）の１株当たりの当期純利益を算定しています。 

 

（２）修正の理由 

売上面につきましては、消費者の節約志向の影響により洋生菓子等の自家需要商品の低迷がみられた

ものの、新ブランドやクリスマス、お歳暮などイベントの展開が奏功し、またクッキーなどの焼菓子が

好調に推移したことや 2026 年バレンタイン商戦が好調にスタートしたことにより、前回予想を上回る

見込みとなりました。 

損益面につきましては、カカオを中心とした原材料価格の高騰や人件費の上昇などの利益圧迫要因はあっ

たものの、増収効果に加えて、価格改定や生産の効率化などの施策実施や、ローコストオペレーションの推

進など店舗運営の効率化に努めたこともあり、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも

に前回予想を上回る見込みとなりました。 

（注）上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであり、 

実際の業績は今後様々な要因によって異なる場合があります。 

以 上 


